
大阪体育学研究　第 54 巻

－ 1 －

原著論文

小中学生を対象としたキャンプ活動が生きる力に及ぼす影響
－性別、学校段階、キャンプ満足度に着目して－

The Effect of the Camping on IKIRU CHIKARA (Zest for Living)
－ Focusing on Gender, School Stage and Satisfaction －

徳田 真彦 1）　　　伊原 久美子 2）　　　飯田 輝 1）　　　久田 竜平 1）
髙橋 宏斗 1）　　　土屋 裕睦 2）

Masahiko Tokuda 1）　　Kumiko Ihara 2）　　Hikaru Iida 1）　　Ryuhei Hisata 1）

Hiroto Takahashi 1）　　Hironobu Tsuchiya 2）　

Abstract

　The purpose of this study was to examine the change in IKIRU CHIKARA (Zest for 
Living) among young teenagers who participated in camping. This study focused on gender, 
school stage and camp satisfaction. Ages of the participants are between 10 and 14. The 
IKIRU CHIKARA questionnaire developed by Tachibana et al. (2001) was administrated 2 
times, before and after the camp. Statistical analysis was performed using t-test and two-way 
ANOVA.
1）IKIRU CHIKARA of all the participants showed significant change (p<.001)
2）No significant difference in a change in IKIRU CHIKARA was observed between genders
3） Primary school pupils showed more change in “friendship” than junior high school 
students

4） Camp satisfaction High scorers showed more change in “psychological and social ability, 
moral ability and physical ability than Low scorers

※  IKIRU CHIKARA（Zest for Living）was constituted of psychological and social ability, 
moral ability and physical ability.
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緒言
　近年、青少年を取り巻く環境は、ネットワー
ク環境やソーシャルネットワークサービスの
発展などを受け、急激にグローバル化が進ん
でいる。グローバル化に伴い、素早く新たな
知識や技術、情報を得られるようになったこ
とで、それらをあらゆる領域で活動の基盤と
して利用していく必要性が出てきており、知
識基盤社会化が進んでいるとも言われている
（文部科学省，2007）。このようなグローバル
化や知識基盤社会化は、知識や人材をめぐる
国際競争を加速させるとともに、異なる文化・
文明との共存や国際協力の必要性を高めてい
る。このことから文部科学省は平成 8 年 7 月
の中央教育審議会答申（「21 世紀を展望した
我が国の教育の在り方について」）にて、変化
の激しい社会を担う子どもたちに必要な力は、
基礎・基本を確実に身に付け、いかに社会が
変化しようと、自ら課題を見つけ、自ら学び、
自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよ
く問題を解決する資質や能力、自らを律しつ
つ、他人とともに協調し、他人を思いやる心
や感動する心などの豊かな人間性、たくまし
く生きるための健康や体力などの「生きる力」
を育成していく必要があるとしている。
　生きる力を育成する一つの手段として、キャ
ンプに代表される、野外教育が挙げられる。文
部科学省は青少年にとっての野外教育は、「自
然の厳しさや恩恵を知り、動植物に対する愛
情を培うなど、自然や生命への畏敬の念を育
て、自然の中での組織的な活動はきまりや規
律を守ること、協力することの大切さや、自
ら実践し創造する態度を学ぶなど、体験活動
を通じた総合的学習の機会を提供するもので、
青少年の育成にとって極めて有効である」（文
部科学省，1996）とも述べている。
　キャンプ活動における生きる力の研究を
概観すると、橘ら（2001）が、生きる力を
具体的な指標として概念化し「IKR（IKIRU 
CHIKARA）評定用紙」を作成すると、その尺
度を用いて多くの研究がなされている。長期
キャンプにおいて、キャンプ前とキャンプ後

の生きる力得点を比較すると、キャンプ後に
得点の向上が見られたといった報告や（橘ら，
2003：中川ら，2005）、短期キャンプにおいても、
キャンプ後に生きる力得点の向上が見られた
といった報告（青木ら，2005：遠藤ら，2006：
福島ら，2006：大阪府キャンプ協会，2006）
がなされており、各研究によって得点が向上
した能力要素は多少異なるものの、キャンプ
活動が生きる力の育成に大きく関与すること
は証明されつつある。この他、キャンプ活動
による生きる力得点の変容についての研究は
多くなされているが（永井ら，2003：花田ら，
2004：瀧ら，2007：野，2007：福田ら，2009：
神田ら，2012：江口ら，2012）、これまでの研
究をまとめると、長期のキャンプが生きる力
の育成に、より効果的ではあるが、短期のキャ
ンプにおいても各能力要素の得点向上が見ら
れ、長期、短期といった実施期間に関わらず、
適切な目標設定やプログラミングを行い、キャ
ンプを実施することで生きる力が育成される
ものと考えられる。育成される能力に関して
も、実施されるキャンプの違いによって多少
異なるが、特に「心理的社会的能力」や「徳
育的能力」に対して効果が高いという報告が
多くなされている。キャンプの効果が得られ
る要因としては、より厳しい自然環境・生活
環境であること、克服的要素を含んだ活動を
行うことが生きる力の育成に有効であるとい
う報告や（橘ら，2003：遠藤ら，2006）、活動
のフィールドや内容が大きな影響を及ぼすと
いう報告（青木ら，2005）、実施期間に適合し
た目標設定・プログラミングが必要である（中
川ら，2005：福島ら，2006）といった報告が
なされている。その他、性差や、参加者属性
による変容の違いに関しては、多くは研究が
成されておらず、また報告によっても結果に
違いが見られる（青木ら，2005：大阪府キャ
ンプ協会，2006：福島ら，2006）。
　一方でキャンプ活動を通して生きる力得点
が向上しなかったという報告もなされており
（松田，2005）、どのような要因が生きる力の
育成に影響しているのか、参加者の属性も含
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めて詳細に研究がなされていく必要があると
いえる。例えば今日では、発達段階に応じた
効果的な体験活動が推進されているが（文部
科学省，2013）、発達段階に着目してキャンプ
活動の効果にアプローチしている研究は見当
たらない。しかし、発達段階の違いによってど
のような効果の違いがあるのかを明らかにす
ることは、より効果的な体験活動の推進に繋が
ると考えられ、非常に重要な視点であると考
える。さらに、性差による生きる力の向上効
果の検証は各研究によって結果が異なってい
るのが現状であるが、性差による効果の違い
を明らかにすることで、性に合わせた効果的
な体験活動を提供できる可能性もあり、さら
にデータを蓄積し、検討していく必要がある
と考える。また、キャンプの特性上、同一のキャ
ンプ内で得られるデータは限られていること
から、少人数による分析となることや、さまざ
まなキャンプのデータを統合して分析し、結
果を報告しているものが多く、結果の信頼性
という点では課題が残る。そこで本研究では、
これらの課題を解決するために、参加者が 100
名を超える大規模なキャンプであり、さらに
は小学生と中学生が同時にキャンプへ参加す
るといったキャンプを対象とした。日本にお
いて参加者が 50 人未満のキャンプが 77.5％を
占めており（キャンプ白書，2011）、その点で
100 名を超えるキャンプかつ、小学生と中学生
が同時に参加するというキャンプは非常に珍
しい。このことから性別や発達段階、キャン
プへの満足度といった多角的な視点から、キャ
ンプ活動の効果にアプローチすることが可能
であり、今後のキャンプ活動のプログラミン
グや、より効果的な体験活動の選択の一助と
なるデータが得られるものと考える。
　本研究の目的は、キャンプによる生きる力
の変容を、性差、学校段階、満足度別に明ら
かにすることである。

研究方法
１．調査対象及び手続き
　本研究の調査対象は、平成 27 年 8 月 12 日

から 14 日にかけて 2泊 3 日で行われた、公益
社団法人和歌山県青少年育成協会が主催する、
リレー式次世代健全育成事業地域ユース・ジュ
ニアリーダー養成キャンプに参加した 106 名
を対象とした。調査実施に先立って、本事業
の責任者、施設職員に調査協力を依頼し、調
査承認を得た。さらに調査当日、調査対象者
には調査に関する説明を行い、調査協力の同
意を得た。調査はキャンプが始まる開講式直
前と、キャンプが終わる閉校式直前の 2 回実
施し、その場で調査用紙を回収した。分析対
象者は、データに欠損があった 16 名を除いた
90 名（有効回答率 84.9％）であった。分析対
象者の平均年齢は 11.4 歳（SD ＝ 1.1 : 10 ～ 14
歳）であった。男女の人数は男性 46 名、女性
44 名で、学年構成は、小学生 55 名（5年生 32
名、6年生 23 名）、中学生 35 名（1年生 24 名、
2年生 11 名）であった（表 1）。

２．キャンプの概要
　本キャンプは、子どもたち自身が地域の子
どもたちを育成し、次の世代を育んでいくと
いう仕組みをつくりだすとともに、地域にお
ける健全育成の体制づくりを行うこと、また
青少年教育施設における非日常の体験学習を
通じて主体性を育む体験活動を進めることに
より、自然への理解を深め、友達の大切さや
団体のリーダーとしての役割を深めることを
目的として行われているキャンプである。毎
年春と夏の 2 回、それぞれ 2 泊 3 日で行われ
ている。
　本キャンプでは、野外炊事やテント泊といっ
た基本的な野外生活技術を身に付けるプログ
ラムだけでなく、自然と親しむ活動であるオ

表 1 分析対象者
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リエンテーリング活動や、キャンプファイヤー
なども行われた。また、メインプログラムと
して「白崎プロジェクト」と称し、間伐、枝
打ち、道づくりなどといった、手つかずとなっ
ていた森を再生するという活動を行った。本
キャンプの目的に、子ども達同士で教え合う
ような体制づくりということが含まれている
ことから、白崎プロジェクトに関しては、中
学生が中心となって小学生を指導するという
ような体制を取った。そのため、小学生がナ
イトハイクやフリータイムを行う際に、中学
生には白崎プロジェクトの企画、運営の準備
時間を設けた。さらに、プロジェクトを行う
にあたって、森がどのような状態にあるのか、
気持ち良い自然とは何か、気持ちの悪い自然
とは何かといった問いかけを行い、プログラ
ムに対するレディネスを高める活動を行って
いる。このほか、キャンプ 1 日目の夜に、突
然豪雨となったため、夜中 12 時に体育館への
避難を行ったが、それ以外は計画通りプログ
ラムが行われた（表 2）。活動班は 10 班で編成
され、年齢・性別が均等になるよう、1 班 11
名が割り当てられた。各班には、班付きの指
導員として 1名ずつカウンセラーが同行した。
カウンセラーは、野外教育を専門とする大学

院生、学部生、同大学の野外活動部部員が担い、
基本的な野外生活技術や、対人関係スキルを
身に付けている人材が指導に当たった。

３．調査内容
１）生きる力
　本研究では、橘ら（2001）が作成した「IKR
評定用紙」を基に、調査対象者の負担を考え
質問項目が短縮されている、「生きる力評定尺
度」を採択した。この尺度は、キャンプ参加者
の心理的変容や、実質的な技術獲得に及ぼす
効果を検討するため、生きる力を構成する上位
クラスターである「心理的社会的能力」「徳育
的能力」「身体的能力」全てから構成されており、
上位 3、下位 14 のクラスターから構成されてい
る（図 1）。下位カテゴリーは、「非依存性」、「積
極性」、「明朗性」、「交友・協調」、「現実肯定」、
「視野・判断」、「適応行動」、「自己規制」、「自
然への関心」、「まじめ勤勉」、「思いやり」、「日
常的行動」、「身体的耐性」、「野外技能、生活」
で構成されており、それぞれ 2 項目の質問から
成り、計 28 項目の調査用紙となっている（巻
末資料参照）。回答形式は、「非常に当てはまる」
（6点）から「全く当てはまらない」（1 点）の 6
段階によって評価するよう求めた。

表 2　キャンププログラム
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２）キャンプ満足度
　キャンプ満足度に関しては、「キャンプは楽
しかった」というような、キャンプそのもの
の満足感に関する内容、「このキャンプ体験は
これからの生活に役立つ」といったような学
びに関する内容、「薪割りはたのしかった」と
いうような具体的なプログラム内容に関する
内容、の 3 つの観点から調査を行った。調査
項目は、全部で 14 項目である（巻末資料参照）。
なお、項目は野外教育を専門とする教員、大
学院生と確認し、採択した。回答形式は、「非
常に当てはまる」（6点）から「全く当てはま
らない」（1点）の 6 段階によって評価するよ
う求めた。
３）その他
　キャンプの評価及び、参加者がキャンプ活
動を通してどのような事を感じているのかを
把握し、本調査結果に関してより深い考察を
行うために、「ふりかえりシート」を作成した。
質問項目は、①「今回のキャンプを自己採点
するとしたら何点ですか」、②「3日間の活動

を通して、一番思い出にのこっている出来事
は何ですか。それはなぜですか」、③「自分自
身と友だちとの関わりについて感じた事を書
きましょう」、④「自分自身と自然との関わり
について感じた事を書きましょう」、⑤「日常
生活で活かしていきたいことはありますか」と
いった内容であった。それぞれの質問項目に
ついて、自由に記入してもらった。回答はキャ
ンプ参加者 106 名中 103 名から得ることがで
きた。

４. 分析方法
　4. 1 生きる力の分析
　分析に先立ち、記述統計量として質問項目か
ら、上位クラスター、下位クラスター毎に合
計を求め、それを基に平均値と標準偏差を算
出した。続いて、キャンプによる生きる力の
変容について明らかにするために、事前（pre）、
事後（post）での t 検定を行った。さらに、性別、
学校段階、キャンプ満足度による生きる力の
変容の違いを明らかにするために、それぞれ

図 1　生きる力を構成する指標
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の属性と調査期間（以下：期間）で、2要因混
合計画による分散分析を行った（性別×期間、
学校段階×期間、満足度高低×期間）。全ての
有意水準は 5％以下とした。なお、性別につい
ては男女、学校段階については小学生と中学
生、満足度に関しては中央値よりも高い得点
の者を満足度高群、中央値よりも低い得点の
者を満足度低群として扱った。すべての分析
は統計ソフト IBM SPSS Statistics 23 を使用
した。なお、先行研究に則り、キャンプ事前
の生きる力得点とキャンプ事後の生きる力得
点を比較した際、キャンプ事後の得点が事前
の得点を上回っていた場合に、生きる力が「向
上した」と捉えることとする。
4.2 ふりかえりシート
　①「今回のキャンプを自己採点するとした
ら何点ですか」の質問項目に関しては、満足
度調査のデータと重複するため本研究では扱
わないこととした。②「3日間の活動を通して、
一番思い出に残っている出来事はなんですか」
の質問項目は記述内容を集計し、まとめた。
また、③「自分自身と友だちとの関わりにつ
いて感じた事を書きましょう」、④「自分自身
と自然との関わりについて感じた事を書きま
しょう」、⑤「日常生活で活かしていきたいこ
とはありますか」の 3 つの質問項目に関して
は、KJ 法の手法を参考に、整理・集約を行っ
た。自由記述で得られた回答から、参加者の
様子を表している言葉を名刺サイズのカード
に書きだし、同じ単語や内容を含むカード同
士をまとめ、下位カテゴリーとして集約した。
続いて、内容が近い下位カテゴリー同士をま
とめ、上位カテゴリーとして集約した。筆者
の分析が一貫した視点で行われているか共同
研究者が分析過程を確認し、他の解釈が生じ
た場合には、意見が一致するまで議論を行う
ことにより確実性を担保した。なお、共同研
究者は当該キャンプへカウンセラーとして参
加していた、野外教育を専門とする大学院生 3
名であった。
　これより得られたカテゴリーから、キャン
プ活動を通してどのような体験をしているの

か、その特徴を明らかにすることとした。ま
た、結果を般化しやすく、キャンプ場面にお
いて利用しやすいという観点から、キャンプ
実施において区別することが少ない男女の特
性を検討するのではなく、一般に区別してキャ
ンプが行われていることが多い、学校段階別
に参加者の特性を検討することとした。

結果
１．生きる力の変容
　被験者全体（n=90）のキャンプ前からキャ
ンプ後にかけての生きる力得点の変化を、各
クラスターの合計点を用いて、t 検定（対応の
ある平均値の比較）を行った。その結果、キャ
ンプ後にはキャンプ前と比べて、上位クラス
ターである「心理的社会的能力」、「徳育的能
力」、「身体的能力」全てが有意に向上した。
さらに下位クラスターである「非依存」、「積
極性」、「明朗性」、「視野・判断」、「自己規制」、
「自然への関心」、「日常的行動力」、「野外技能・
生活」においても、有意な向上が見られた（表
3）。
２．性別による生きる力の変容
　性別による生きる力の変容の違いを明らか
にするために、上位クラスター、下位クラス
ターそれぞれ、性別と期間の 2 要因混合計画
による分散分析を行った。その結果、生きる
力全体、全てのクラスターに交互作用は見ら
れず、キャンプの効果に性差は見られないと
いうことが明らかになった。上位クラスター
である「心理的社会的能力」「徳育的能力」「身
体的能力」すべてに「期間」の主効果が見ら
れたことから、男女関係なくキャンプ活動を
経て、能力を向上させていることが明らかに
なった。さらに、下位クラスターである「積
極性」、「明朗性」、「視野・判断」、「自己規制」、「自
然への関心」、「日常的行動」、「野外技術・生活」
においても「期間」の主効果が見られ、キャ
ンプ活動を経て、能力を向上させていること
が明らかになった。また、「非依存」に関して
は、「期間」「性別」の両方に主効果が見られ
たことから、もともと男性の方が高い数値を
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示していながらも、キャンプ活動を通して男
女関係なく、能力を向上させている結果となっ

た（表 4）。

表 3　参加者全体の IKR得点結果・t 検定結果

表 4　性差による IKR得点結果・分散分析結果

n
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３．学校段階による生きる力の変容
　学校段階は、小学生群と中学生群に分け（小
学生群 55名、中学生群 35名）、上位クラスター、
下位クラスター毎に、学校段階と期間の 2 要
因混合計画による分散分析を行った。その結
果、下位クラスターである、「思いやり」にお
いて、交互作用が認められ、小学生の方がキャ
ンプ活動を通して、より能力を向上させてい
ることが明らかになった。その他の能力要素
には交互作用は認められなかった。しかし、
上位クラスターの「心理的社会的能力」、「徳
育的能力」、下位クラスターの、「積極性」「視
野・判断」「自己規制」「自然への関心」「野外
技能・生活」においては、「期間」の主効果が
見られ、キャンプ期間を通して小中学生に関
わらず能力を向上させていることが明らかに
なった。上位クラスターの「身体的能力」、下

位クラスターの「非依存」「明朗性」「日常的
行動力」に関しては、「期間」、「段階」両方に
主効果が見られ、もともと小学生群の方が高
い得点を示しつつも、キャンプ活動を通して、
さらに得点を向上させていることが明らかに
なった（表 5）。
４．満足度の違いによる生きる力の変容
　満足度に関する項目を合計し、中央値を算
出した（77 点）。中央値より高い得点の者を満
足度高群（M=81.9, SD=2.01）、低い得点の者
を満足度低群（M=65.1, SD=7.88）として、満
足度と期間の2要因混合計画の分散分析を行っ
た。その結果、「生きる力全体」及び上位クラ
スターの「心理社会的能力」「徳育的能力」「身
体的能力」すべてに交互作用が認められ、満足
度の高い群の方が、キャンプ活動を通して生
きる力を向上させていることが明らかになっ

表 5　学校段階による IKR得点結果・分散分析結果
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た。さらに下位クラスターである「明朗性」「交
友・協調」「現実肯定」「視野・判断」「自然へ
の関心」「まじめ勤勉」「思いやり」「身体的耐性」
「野外技能・生活」に交互作用が認められ、こ
れらも満足度の高い群の方が、より能力を高
めている結果が明らかとなった。「非依存」「積
極性」「自己規制」「日常的行動力」は「満足度」
「期間」に主効果が見られ、満足度が高い群の
方がもともと高い得点を示しながらも、キャ
ンプ活動を通してさらに能力を高めているこ
とがわかった。「適応行動」は「満足度」にの
み主効果が見られ、満足度の高い群の方がも
ともと高い得点を示していることが明らかに
なった（表 6）。
５．ふりかえりシートの結果

　5. 1 印象的なプログラム
　②「3日間の活動を通して、一番思い出に残っ
ている出来事はなんですか」の質問項目の記
述内容をまとめた（図 2）。記述内容に関して
上位 3位までを見てみると、最も記述が多かっ
たのが、「キャンプファイヤー」で 49 名が記
述し、2番目に多かったのが「テント泊（避難
体験）」で 27 名、3番目に多かったのが「白崎
プロジェクト」12 名であった。キャンプファ
イヤーに関しては、回答者の 95％以上が、踊
りやスタンツ（劇）が楽しかったからという
理由を挙げていた。テント泊に関しては、回
答者の 70％以上がテント泊の最中に起こった、
雷雨による避難体験の事を理由に挙げており、
「避難経験は初めてだった」「どきどきしたか

表 6　満足度別の IKR得点結果・分散分析結果
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ら」といった理由が挙げられていた。白崎プ
ロジェクトに関しては、「森がきれいになって
気持ちよかった」「協力して行えたから」「自
然を守れたから」といった記述が見られた。

5. 2 キャンプ参加者の体験
　自由記述から KJ 法の手法を参考にし、グ
ルーピングを行った結果、以下のように分け
られた。
　小学生は、「他者との関わり合いに関する気
付き」、「協力体験」、「ポジティブな他者との関
係」、「ネガティブな他者との関係」、「信頼感」、
「自然への気付き」、「自然への恐れ」、「自然へ
の敬意・大切さ」、「自然を守っていく気持ち」、
「他者との関わり合い」、「家庭での手伝い」「野
外技術そのもの」、「規則正しい生活」、「自立」
の計 14 の下位カテゴリーが生成された。さら
に、「他者との関わり合いに関する気付き」、「協
力体験」、「ポジティブな他者との関係」、「ネ
ガティブな他者との関係」、「信頼感」の 5 つ
の下位カテゴリーを取りまとめ、「自分自身と図 2 ふりかえりシート記述内容集計結果

表 7 ふりかえりシートグループ分け結果 ( 小学生 )
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友だちとの関わり」とし、「自然への気付き」、
「自然への恐れ」、「自然への敬意・大切さ」、「自
然を守っていく気持ち」の 4 つの下位カテゴ
リーを取りまとめ、「自分自身と自然との関わ
り」とし、「他者との関わり合い」、「家庭での
手伝い」「野外技術そのもの」、「規則正しい生
活」、「自立」の 5 つの下位カテゴリーを取り
まとめ、「日常生活で活かしていきたいこと」
とし 3つの上位カテゴリーが生成された（表 7、
図 3）。
　中学生は、「他者との関わり合いに関する気
付き」、「協力体験」、「ポジティブな他者との
関係」「ネガティブな他者との関係」、「自然と
の関係」、「自然への恐れ」、「自然への気付き」、
「自然への敬意・大切さ」「自然破壊」、「自分自
身と自然とのかかわり」、「自然との関わり合
い」、「家庭での手伝い」、「野外技術そのもの」、
「自立」の計 13 の下位カテゴリーが生成され
た。さらに、「他者との関わり合いに関する気
付き」、「協力体験」、「ポジティブな他者との
関係」「ネガティブな他者との関係」の 4つの
下位カテゴリーを取りまとめ、「自分自身と友
だちとの関わり」とし、「自然との関係」、「自

然への恐れ」、「自然への気付き」、「自然への
敬意・大切さ」「自然破壊」の 5つの下位カテ
ゴリーを取りまとめ、「自分自身と自然との関
わり」とし、「自然との関わり合い」、「家庭で
の手伝い」、「野外技術そのもの」、「自立」の 4
つの下位カテゴリーを取りまとめ、「日常生活
で活かしていきたいこと」とし 3 つの上位カ
テゴリーが生成された（表 8、図 4）。

考察
　本研究の目的は、キャンプによる生きる力
の変容を、性差、学校段階、満足度別に明ら
かにすることであった。
１．参加者の生きる力の変容
　参加者全体の生きる力の変容は、「心理的社
会的能力」「徳育的能力」「身体的能力」すべ
てに有意な向上が見られるという結果となっ
た。今まで「心理的社会的能力」や「徳育的
能力」に対して効果が高いという報告がなさ
れていたが（橘ら，2003: 中川ら，2005 : 遠藤ら，
2006）、本研究においてはすべての能力が向上
したという結果となった。これは先行研究に
あるように、テント泊体験や、猛暑、豪雨といっ

図 3　小学生ふりかえりシートグループ分け結果
( 二重線：小学生にのみ見られたグループ )

図 4　中学生ふりかえりシートグループ分け結果
( 二重線：中学生にのみ見られたグループ )
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た過酷な自然環境、野外炊事などの不便な生
活体験をしたことが効果の得られた一つの要
因であると考えられる。一方、本キャンププ
ログラムの中には克服的要素を含んだ活動を
行っていないが、上記のような生活環境に加
え、ふりかえりシートから読み取ることのでき
た、「テント泊（避難体験）」といった経験が
自ずと克服的要素を生起させていた可能性が
示唆される。さらに、白崎プロジェクトに向
け、問題意識や課題を明確にした後に、プロ
グラムを行った。そういったプログラムに向
けた「レディネス」を高める働きかけによって、
課題解決・問題解決的要素が生まれ、プロジェ
クト終了後には達成感や充実感といった感情
が生起したのではないかと考えられる。その
結果、「心理的社会的能力」「徳育的能力」といっ
た能力要素に影響を及ぼしたものと考えられ

る。さらに、白崎プロジェクトではローピン
グや、のこぎり・なたを扱う野外技術に加え、
手つかずの森の中での活動という過酷な活動
状況であったことから、それらが「身体的耐性」
や「野外技能・生活」への自己評価を向上させ、
結果として「身体的能力」に関しても向上が
見られたのではないかと考えられる。これら
のことから、効果を及ぼす要因として、テン
ト泊や過酷な自然環境、生活体験、克服的要
素を含んだ活動に加え、課題解決・問題解決
的要素を含んだ活動を行うことが有効である
と考えられ、そのためにもプログラムに関す
るレディネスを高める働きかけを行うことが
大切であると示唆される。
２．性別による生きる力の変容
　性別による生きる力の変容を比較した結果、
性差は見られなかったものの、上位カテゴリー

表 8　ふりかえりシートグループ分け結果 ( 中学生 )
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をはじめとする諸能力がキャンプ活動を通し
て向上していることが明らかとなり、また下位
カテゴリーの「非依存」に関してのみ、男性の
方がもともと高い得点を示していることが明
らかとなった。これは、大阪府キャンプ協会
（2006）の、生きる力の変容には男女差がある
とする報告とは異なる結果であったが、一方
で男女差は見られなかったとする矢野（2007）
や、男女差は見られなかったが、男女によっ
て生きる力を成す要素に根本的な違いがある
という青木ら（2005）の報告に準ずるものに
なった。この結果から考察すると、性差が見
られたとする大阪府キャンプ協会（2006）の
研究では、対象が大学生であり、性差が見ら
れなかったとする矢野（2007）や青木（2005）、
本研究の対象者は小中学生であった。一般に
小学校高学年から中学生は思春期であり、心
身共に発達に個人差があり、体力や精神発達
に性差が表れ始める時期でもあるが、まだ性
差が見えにくい時期でもある。一方大学生に
なると、心身共に発達が安定し、性差が完全
に表れている状態である。こういった、発達
段階の差がキャンプ活動の向上効果に関して
影響していることが考えられる。このことか
ら今後、発達段階、性別共に視野に入れ、研
究を深めていくことにより、性別の違いによ
るキャンプ効果の違いが明らかになるだろう。
３. 学校段階による生きる力の変容
　学校段階別に生きる力の変容を比較した結
果、小学生の方が「生きる力」の諸能力に関
して、自己評価が高く、「思いやり」に関して
特に得点が向上した結果となった。この結果
は福島ら（2006）の、中学生よりも小学生の
方が生きる力得点を高く示したという結果と
一致している。本キャンプの印象的な出来事
として、1日目の雷雨によるテント泊から体育
館へ緊急避難したことが挙げられる。本部ス
タッフやカウンセラーが体育館への避難を呼
びかけたが、中学生は緊急事態をむしろ楽し
んでいる雰囲気もあり、体育館に避難した後
も明るい雰囲気で、ふざけあったり、話し込
んでいる様子が見られた。一方小学生は、恐

怖心からか、急いで体育館へ向かい、体育館
でも数人で固まって眠る様子が見られた。こ
のことから、不安や恐怖心を感じ、互いに助
け合う気持ちが生まれたことで、「思いやり」
に関しても高い向上を示したのではないだろ
うか。また、本キャンプでは野外炊事を豊富
に行っており、2日目の夕食パーティの場面で
は、カウンセラーに教わった野外生活技術を
生かし、参加者だけで食事を作るような体制
をとった。さらに、野外炊事を行う時間に平
行して、中学生は白崎プロジェクトのミーティ
ングを行っていたため、実際には小学生だけ
で全員の食事を作るという状況であった。結
果、見事おいしい食事を作り、夕食パーティ
は成功に終わった。野外炊事を行う中には、
おいしい食事を作るというゴールへ向け、作
業分担や、協力といった課題達成に向けた様々
な能力が必要となる。本キャンプにおいても、
参加者は時にケンカをしつつも、調理組、火
起こし組といった作業分担を行ったり、食材
を一緒に取りに行くといった協力する姿が見
られた。さらにそのような経験に加え、最終
的に夕食パーティの成功といった成功体験が、
小学生の生きる力の向上につながったのでは
ないだろうか。

3-2．ふりかえりシートから見る学校段階の特
徴
　ふりかえりシートのグループ分け結果及び、
学校段階別の生きる力の変容から各学校段階
の特徴を考察すると、小学生は、「自分自身と
友だちとの関わり」において、中学生の記述
からは見られなかった「信頼を感じた」「仲間
と一緒にいると安心する」といった「信頼感」
がグルーピングされている。また「日常生活
で活かしていきたいこと」でも、中学生の記
述には見られなかった、「いろいろな人と仲良
くなりたい」や「初対面でも仲良く交流する」
といった、「他者との関わり合い」がグルーピ
ングされており、小学生のほうがキャンプ活
動中、キャンプ後において、対人関係に関し
ての満足感や大切さを強く感じていることが
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伺える。また「しっかりしている人に支えて
もらった」や「火が消えそうになったら薪を
持ってきてくれた」といった「協力体験」に
関する記述も見られ、対人関係がうまくいっ
た満足感や、他者から支えてもらった体験が、
生きる力の「思いやり」に関する得点へと影
響したことが考えられる。文部科学省の示す
発達段階の特徴にもあるように、集団活動に
対して主体的に関与していたことが伺え、学
童期においてキャンプの特徴である、「集団活
動」といった側面はポジティブに反映されや
すいことが示唆された。
　一方で、中学生特有のグループ分けとして
「自分自身と自然とのかかわり」では、「自然に
お世話になっている」「自然ともっと関わりた
い」といった記述内容の「自然との関係」の
グルーピングや「人が自然を壊していると思っ
た」といった記述内容の「自然破壊」に関す
るグルーピングがなされた。また、「日常生活
で活かしていきたいこと」においても、「自然
を大切にしていきたい」「自然の事を考えてい
きたい」といった記述内容の「自然との関わり」
のグルーピングがあり、中学生が自然に対し
て強い関心をもっていることがわかる。これ
は中心となって白崎プロジェクトを進行して
いく存在であったことから、自然に対する問
題意識や課題解決に向ける意識が高くなった
ものと考えられる。小学生に比べ、対人関係
に関する記述が少なかった事に関しては、文
部科学省（2009）は、「青年期は仲間同士の評
価を強く意識する反面、他者との交流に消極
的な傾向も見られる」と述べており、思春期
特有の課題が本キャンプの対人関係に関して
も影響したものと考えられる。
　以上の事を鑑みると、一概にキャンプ活動
は小学生期の方が「生きる力」の育成に有効
であると言い切ることは出来ないが、キャン
プ活動が小学生の「生きる力」に及ぼす影響
は非常に大きいものであるとは言えるだろう。
中学生に関しても、ある一定の能力向上は見
られたが、思春期特有の課題も意識し、発達
段階にあった運営・指導を行っていく必要が

あるだろう。学校段階による比較については、
今後は発達段階などの要因も視野に入れ、慎
重に評価を行っていく必要があるだろう。
５．満足度別による生きる力の変容
　キャンプに対する満足度の違いから比較し
た結果、満足度を高く評価している群の方が、
生きる力の諸能力を向上させていることが明
らかになった。松村（2001）は、キャンプ参
加者が多種多様なプログラムをやり遂げるこ
とによって得られる達成感から、自分自身に
自信がつき、自己肯定力を身に着けることが
できたと報告をしている。黒島ら（2009）は、
無人島キャンプを通じて参加者の満足感や達
成感が変化しつつも、次第に高まり、自分自
身を肯定的に捉え、自己成長にプラスに影響
している傾向が伺えたと報告している。井澤
ら（2011）は満足度が自身に対する気づきへ、
影響を与えていることが明らかになったとす
る報告をしており、これまで「満足度」がキャ
ンプ活動を通した自己成長に関わっているこ
とが示唆されている。本研究においてもふり
かえりシートから読み取れるように、キャン
プファイヤーの楽しかった経験や、刺激的な
避難経験、白崎プロジェクトといったプログ
ラムが達成感や満足感に結びつき「生きる力」
の向上に大きく影響していることが考えられ
る。さらに、キャンプ事前の「生きる力」得点
を見ると、満足度高群の方が、「自然への関心」
を除くすべての項目で、もともと高い得点を
示す結果となっていることから、そもそもキャ
ンプへ前向きに参加していたり、各プログラ
ムに対して肯定的に捉え、前向きに活動する
事ができたとも考えられる。しかし本研究で
「満足度」の関わりについて十分に明らかにで
きたとは言えず、今後は参加者の「レディネス」
と「満足度」の関係など、視野を広げさらに
研究を深めていく必要があるだろう。

結論
　本研究の目的はキャンプによる生きる力の
変容を、性差、学校段階、満足度別に明らか
にすることであった。その結果、以下の知見
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を得た。
１） キャンプ活動を通して参加者の「生きる力」
は向上した。
２） キャンプ活動による「生きる力」の変容に
は性差は見られなかった。
３） キャンプ活動による「生きる力」の変容に
は学校段階によって差があり、下位尺度の「思
いやり」に関して小学生の方が中学生よりも
向上した。
４） キャンプ活動による「生きる力」の変容に
は、キャンプ満足度は大きく影響し、満足度
の高い群の方が、「生きる力」及び、「心理的
社会的能力」「徳育的能力」「身体的能力」す
べての能力要素が向上した。
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